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　近年， 好種性真菌検出用培地 を用 い た 生活環境真菌 の 分 布調 査 が 行 わ れ る よ う に な り，好稠 性真菌 で

あ る Asρe厂giUus　lestrictus が 室内塵 か ら多数検出 され る こ とが 明 ら か と な っ た．そ こ で，著者 らは At

restrictus の ア レ ル ゲ ン と して の 意義 を明 らか に す る た め，気管支喘息児94名 （平均年齢12．G畿）を対象

に，A．　restrictus の 皮膚プ リ ッ ク試験 な ら び に radioallergosorbent 　test（RAST ）を行 っ た．なお ，比

較 の た め Aspergillus　fumig∂tus，　Alterneria∂itern∂t∂，室内塵 に つ い て も同様 の 検討 を行 っ た．そ の 結果，

皮膚プ リ ッ ク 試験の 陽性率は A．restrictus　8．5％，　A．　fumig∂ tus　8．5％，　A．∂ tternata　16．0％， 室内塵 73，4％
で あ っ た．RAST の 陽性率 は A．　restrictus　28．7％，　 A．　fumigetus　23．4％，　 A ，　afternat ∂ 37．2％，室内塵

79．8％ で あ っ た，した が っ て，A．　restrictus は IgE の 関与 す る 即時型過敏症 の 原 因 ア レ ル ゲ ン と な り う

る と考 えられ た．そ して ，皮虞 プリ ッ ク試験と RAST の 陽性率か ら ，
　 A ．　restrictus が ア レ ル ギー疾患の

原 因ア レ ル ゲ ン と して ，室内塵，A．∂itern∂亡∂ に は 及 ば な い が
，
　A ．　fumigetus に 匹敵す る 役割を担 っ て い

る 可能性 が 示唆 され た ．
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緒　言

　近年，住宅構造 の 気密性 の 強化や 室内 の イ ン テ リ ア

化に 伴 っ て ，保温性 の 向上，結露形成 お よ び有機栄養

物 の 滞留 など真菌 の 生育 に 適 した 条件 が 室内環境中 に

多 く存在す る よ うに な っ て きた
D2 ｝．室内環境頁菌は 室

内 ・室外 の い ずれ に も発生源 を有して い る が， こ の よ

うな室内環箋 の 変化 は ，室内由来 の 室内環境真菌 の 発

生 ・分布 に 大 きな影響 を及 ぼ して い る と考 えられ る．

好湿性
・中湿性 真菌検出用 培地 と好羇性真 菌検 出用培

地 を瞬時に 用 い た 我が 国 で の 室内塵中 の 真菌 分布 調

査
3）4 ，

に よ れぽ，検出 され る 総 コ 卩 ニ ー数は い ずれ の 培

地を用 い た 場合 も大差 な い が，険出真菌叢に 明 ら か な

違い を認め た．と りわ け注目 され る 点 は ，後者 の 培地

を用 い る と好稠性真菌 に 分類 され る AsPergitlus　res −

’濡 燃 お よ び ｝翫 傭 規 如 s6 うfがきわ め て 多数検出 され

た こ とで あ り，こ の こ とは．こ れ らの 真菌が優勢室内

真菌で ある こ と を意味し て い る，こ れ ら の 真菌は好湿

性，中湿性真菌と違 っ て ，室内塵 中で の 増殖が 可能な

こ とが 多く
5）
−7），最近 の 室内環境の 変化 に 伴 っ て そ の

分布が瓜 が っ て きて い る 可能性があ る．

　 こ れ まで に ，｝覗 sebi　tt　AsPergillus　fumigattasに 匹

敵す る ア レ ル ゲ γ 性 を有す る こ と が 示 唆 され て い る

が
8］，A 、　 restrfctzes 　kleeし て は，弁置換術後の 心内膜炎

9｝

や 気 管支内 Aspergilloma’°）u ｝
の 原因真菌と な る こ と

が 知 られ て い る もの の ，ア レ ル ギ ー
疾患 の 発症 に 及 ほ

す投害liに つ い て は 十 分 な 検討 が 行 わ れ て い な い ．そ こ

で，著者 らは 、4．躍 ∫擁 α鰐 の ア レ ル ゲ ソ と して の 意義

を 明 ら か に す る た め
， 気管支喘息児 を 対象 に A．res・

屠 o 嬬 の 皮膚 ブ リ ッ ク 試験 なら び に radioallergosor
・

bent　test（RAST ）を 施行した ．な お，比較 の た め A ．

fumigatus，　A　ttemoha　aitemola ，室内塵 に っ い て も同

様 の 検 討を行 っ た．
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SD 　sta 冂dard　deviation；　YNB 　yeast 　nitrQgen

base
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L 対象

対象 な ら びに 方法

坂 本 龍 雄 他

　名古屋大学医学部付属病 院分院，国立療養所中部病

薩， 名占屋箍済会病院 の 小児科で治療中 の 気管支喘息

児94名を対象 と した ．男64名，女30名，年齢 は 3歳か

ら18歳 （平均年齢12．0歳） で，小児ア レ ル ギ
ー
研究班

に よ る 気管支曠息の 重症度分類 に よ る と重症 18名，中

等症57名，軽症 19名 で あ っ た，なお ， 入 院患者 の 重 症

度は 入院開始時の もの と し た ．

　2．抗原 の 作製

　（1） ASPergr
’
tl；cs　 restri ‘／tZt／s 抗原

　A ．restn
’
ctlkq   2 （神戸市環鏡保健研 究所保存殊）の

胞子を，滅 菌 プ ラ ス チ ソ ク シ ャ
ーレ （LX シ ャ

ーレ ；栄

研）に 1乍製 した yeast　 nitrogen 　 base（YNB ； Difco

Laboratories，　Mjch ．）6．7911，蔗糖 60  g！t，寒 天 15g！

9の 組成を もつ YNB ・纛糖寒天培地 の 表面 に
一

様 に 塗

抹接種 した 後，25℃， 3週 問 培養 した．得ら れ た 培地

表面上 の 菌体 お よ び培地 の 表 層部分を採取 し，こ れ を

4 ℃ の Coca 抽出液 （比 率 1 ： 5WIV ） に 浮遊 し
，

Polytron　homogenizer （Kinematica，　 Switzerland）

を 用 い て 5 分間，間歇的に homogenize し た．次 に ，

こ の 懸濁液を 4 ℃，72時間，stirrer で緩徐 に 攪拌 し，

遠心 分離 （100 OXg ， 4 ℃ ， 30分）後，上清 を 4 ℃ の

蒸留水 で 一晩透析 した．次 に ，pore　 size 　 O．45μm の

membrane 田 ter （Millipore，　 Mass ．） で 濾過 し，凍結

乾燥後，使用時 まで
一20℃ で 保存 し た．

　（2） Atteruaria　 altetuala 抗原

　A ．σ甅 脚 如 001 （神戸市環境保健研究所保存株）の

胞子 を，滅 菌 プ ラ ス チ ッ ク シ ャ
ーレ に 作 製 し た

Czapek　1）ox 寒天培地 （Gibco　Diagnostics，　 Wis，）の

表面 に
一様 に 塗抹接種 し た 後，25℃ ，11日間培養 し た．

試料 の 採取お よ び抗原作製の 方法は ．4．restrictiLS と

同様に 行 っ た ．

　（3） AsPeTgi「tlus　fumigatus抗原

　A ．fi‘migat “s　NUMIIO ユ7（名古屋大学 医学 部病態制

御研究施設医真菌研究部門保存株） の 菌体抗原を 用 い

たが，抗原 の 作製 は す で に 報告 した 方法
8 ｝に 従 っ た ．

　（4）　室内塵圭亢原

　鳥居薬品 よ り提供 され た 凍乾 末 を 用 い た．

　3．皮膚 プ 屮 ッ ク 試験

　皮膚ブ リ ッ ク 試験 は ，50％ グ リ セ リ γ に 溶解 し た A ．

restrictus ，　A ．　f＃migat ”s，　 A ，　altemala ，室内塵抗原液

を用い て 患者 の 前腕 で 行 っ た．抗原濃度 は 真菌抗原 で

1493

は 2  mglml ，室内塵抗原で は 10mg／m1 と した．15分後

に 膨疹径 （長径 と短径の 平均値）を計測し，50％グ リ

セ v ア に よ る膨疹径よ り3mm 以 上大 き い 場 合を陽 捲

と した．な お．検査実施前 に ，DSCG を除 く抗 ア レ ル

ギ ー剤 （3 日以上 ），抗 ヒ ス タ 1 ン 剤 （3 日以上），テ

オ フ ィ リ ア 製剤 （12時間以上），β』交感神経刺激剤 （IZ

時間以上） の 投薬を中1t，し た．ス テ ロ イ ド剤 の 内服 を

続 け て い る患者 は い な か っ た．

　 4．特異 lgE抗体 の 測定

　（1） ポ リ塩 化 ビ ニ
ー

ル マ イ ク P プ レ ーF を 固相 と し

た RAST

　方法 の 詳細 は す で に 報告 しfc　S）が
， 今回 ， 固相抗原 の

蛋白濃度を ．4．restrictt （s　50μg！rnl，　 A ．加 剛 幽撚 2 

μglml，　 A ．　aUertuela 　50μgt
’

m1 ．室内塵50μg／ml と し，

衄 清希釈 は 4倍 と した ．また ，対 照 群 と して 35名の 非

ア ト ピー
患者 血 清を用 い た ．特異 IgE抗体価 は 下記 に

定義 した Standard 　deviation（SD ｝ units で 表 し， こ

の 値 が 2 よ ウ も大 きい 場 合 を RAST 陽 性 と 判定 し た．

　　　　　　　 （実測 値一対 照 群 の 平 均 値）
　　 SD　UIIits＝
　　　　　　　　 対照 群 の 標準偏差殖

　（2）Phadebas　RAST

　A ル溺 知 嬬 ，A ．　attermala ，　 C蝕40ゆo廐 規 berbar−

Utn ，　 Penicilli”m 　nointttm ，（h 置認虚 albiαans な らび

に ダ ニの
一

種 で あ る DermotOPhagoides　Pteron冫wsintts

の 特異 正gE 抗体価 を Phadebas　 RAST 　kit（Phar・

maciaDiagnostics ，　 Sweden ） を 用 い て 測定 し た．な

お ，score が 2 以上 の 場 合を陽牲 と判定 し た．

結 　果

　 1．皮膚 ブ リ ッ ク 試験

　皮膚プ リ ヅ ク 試験陽性者 は ，気管支喘息児 94名中，

．4、π屈 露6’郷 8 名 （8．5％），A 、y7tmigatus　8 名（8．5％），

A ．alteiveala　15名 （16．O％）， 室内塵 69名 （73．4％）で

あ っ た ．50％ グ リ セ リ ソ に よ る 膨疹径 を差 し引 い た A ．

鷹 屠 伽 S 皮膚プ リ ッ ク 試験陽性値は 平均値 （標準偏差

値）4．12 （H6 ）   ，鍬 値 6．5  ，最植 3．Omm

で あ り，A．　fffmigatttsで は それぞれ 3．44（0．50）mm ，

4．Omm ，3．Omm ，　 A ．　aiternala 　eま4．60（1．45）mm ， 8．O

mm ，3．Omm 、室内塵は 4、90 （1．71）mm 、12．Omm ，

3．Omm で あ っ た．　 A ，鳩 師 ご欝 皮膚 プ リ ッ ク 試験陽徃

者 は 陰性者 に 比 べ A ．f＃ migattts お よ び ．4．　 altermain

皮膚 プ リ ッ ク 試験陽性率が有意 に 高か っ た が，室内塵
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1494 AsPergi’〜tas　 restsi ごtttsfiR時型過敏症

皮膚 ブ リ ッ ク 試験陽性率 に 関し て は 有意差 を認め な

か っ た （Tab 】e　 l）．

　 2．RAST

　A 、郷 師 ご燃 ，A ．fumigatzas，　 A．　altenmta ，室冉塵

RAST に つ い て ，RAST 陽 性血 清 を 用 い た 血清希釈試

験，お よ び 固相抗原を inhibiting　antigen とす る抑制

試験 を 行 っ た．結果 を Fig，1，2 に 示す が，本研究 に 絹

い た RAST は い ずれ も固 相化 した 抗原 と結 合 し た

IgE抗体を特異的に 検出し て い る と 考 え ら れ た，

　RAST の 結果 は Fig．3 の ご とくで あ っ た ，　 RAST

陽性者 は，気管 支喘 息 児94名中，A ．　 resttictus　27名

（28、7％），A ，　filmigatus　22名 （23．4％），！
il．　aUernala

35名 （37．2％），室内塵75名（79．8％）で あ っ た．また ，

Tabie　l　PTevalences　o歪pesiヒive　skin 　prick　tests

　to ／1．fumiga’躑 ，　A ．aJternata 　and 　house　dust　in
　　 patients　with 　and 　wlthout 　positive 　skin

　　　　　 prick 　test　to ！4，　 re∫’n
’
ctu5

月．麗 s’7置

「
c燃

ヘ ー

5ki呻 rick 　testP
・，it1・，　iN，g、t；。，

（n ；8）　　　　　　　　　（n ＝86）
　　　　　　　 3

Si墓面 cance

湾，．毒碗 9σ鯲

湾．碑 6η 昭 如

House 　dust

75．O％　1　 2，3％
　　　　　　　1
75．0％　11D ．5％

　　　　　　　i
l°°・°％ i70・9％

ρく歎 01

ρくO、Ol

　　n．s．

n，S，： nGt 　significant ．

Significance　was 　de【ermined 　by　Fisher’s　exact 　test，

3000

　

　

oo

　

　

20
宕
α

ε

¢

盖
蓋
⊃

　

　

oo
　

　

−D
ト

uo
く
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A ，　re5 し「iGtUS60G

400

20G

01
　　2　　4　　8　　16　32　64　128

　 　 　 　 　 Serコ m 　 dilutions

　 　 　 　 　 12DO
A．fumigatvs

　　　　　＼　
am

　　　　　　展
　　　　　　 ＼
　　　　　　　丶　　 400

　　　　　　　L
l　・ 一’一一‘” − D −一

A、　a 陀e「丹 ata1200

800

400

o　　　　　　　　　　　　　 o
事　 2　　4　　B　16　32　64　雪鴻 　　@

　 　 　 　 　Serum 　dii凵tbn
248163264 量2

　 　 　Serum 　dilution

House 　dus

1　　2　　4　　8　　16　32　54　1
　 　 　 　　Serum 　d［lutle

　Fig ．工 ，　Effects　of　 serum 　dilution　 for 　RAST　 toメま．　restrictas’，　A．ノtimigattcs ，　

Daitetnala 　and 　house 　dust　using 　Polyvinyi　chloride 　 microplate 　as　so巨d・phase 　s

・ bent，　Sera 　obtained 　 from 　an　asthmatic　patient ｛ ●＞with　p sitive　RAST　to 　sol

・ phase 　antigen　and 　two 　 nonatopic 　paしients（（ ⊃， △）were　serially　diluted ，　rang

gfrOln 　l：2tu 　1；1

． Table　2 　Correlation 　between 　skin 　prick 　test　and 　R

<TAB>R
<TAB>Skiロprich 　t

s し<TAB>Positve<TAB>Negatve<TAB>Preva

】ence
　Qfpositive 　RST<TAB>SigQi疽ca

ce ！ L，7邸’γゴ6f鉱s　　　POS

辻lve　　　　　　　　　　　　　Nega

tive／1 ，ノ毳垪ま 9αご媽　　　Pos

i旺ve　　　　　　　　　　　　　Nega

tiveA．∠z「 ！8γ粃z如　　　P◎s

辻ive　　　　　　　　　　 　　　Nega

tiveHouse　dUsL 　　Posi

tive　　　　　　　　　　　　　Nega

ve<TAB><TAB>7　！ 　

　1　 120 　i 　
66 　i5 　 i
　3　；　　　　　　　　　　　　　
　　　 ，1 ？　i 　

69　 i14 　
i

　1　 121 　i 　5
8　　1　　　　　　1 　　　

　

　 　 　． 餮

ll…<TAB>87
．5％23
．3％62
．5％19
．8％

933％26
．6％ε
7．o％6

．o ％<TAB>ρく

O ．01ρく

0 ．05ρく

0 ．Ol ρ

oo1Significance　was 　 determined
　
by　X’　 test 。r　Fisherls 　exact

testN 工 工 一 Eleotronio 　 Library 　
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1
坂本聽雄他

　 SD　units で 表 した A ．　 i
’
estlictl｛s　RAST 陽性値の 平均

　 値　（標準偏差値）　la21 ．10 （54 、Ol＞，　最大f［ts　285　．11，　最

　 小 値2，22で あ り， A ．．．fuηnigaliis で は そ れ，そ れ

　 30．18 （73．00），345．60，2．21，A ．　 atternata で は

　 24．76（39．34），184．60，　2．70，室内塵 で は 14．19（18．52），

　 122．86， 2．08で あ っ た．Phadebas　RAST の A ．

　 fimligatfkg，　 A ・attettnata ，　 C・herbantm・Pnointum ・

　 C．　albicans ．1）．　Pteron｝yssinirs の RAST 陽性率は そ れ

　 ぞれ23．4％ ，
30．9％ ，

27．7％ ，
2L3 箔 ，

26．6％，92．6％

　 で あっ た．
辱

　　 皮膚 プ リ ッ ク 試験 と RAST の 関係 を Table　2 に 示

　 す．すな わ ち，A ．　 r臨 癬 燃 皮膚 プ リ ・y ク 試験 陽性 者

　 は 陰性者に 比 べ A ，reshicttts 　 RAST 陽性率 が 有意 に

　 高か っ た ，また
， 皮膚プ リ ッ ク 試験 と RAST の こ の よ
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うな関係は A ．fumigattt∫，
　 A ．　attenmla ， 室内塵 に も

認 め られ た．

　3．A ．　 restrictus　 RAST 陽性者の 臨床 ア レ ル ギ
ー
学

的特徴 （Table　3）

　A ．restrictus　 RAST 陽性者は 陰性者 に 比 ベ ア ト

ピ ー
性皮膚炎の罹患率，．4．fitmigatus，　 A，　alteアuata ，

C．Fterbareem，　 p．　 notatsctn ，　 C．　 atbicans 　 RAST の 陽

性率が有意に 高値 を示 した．しか し，ア レ ル ギ ー
性鼻

炎 の 罹患率，気管支喘息 の 重症度，総 IgE値，室内塵，

D．Pteronsssinus　RAST の 陽性率に は有意差を認め な

か っ た ．
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考　察

　 Rijckaertは 気管支喘息患者の
一部が A ．，郡 屠 c’麗

に 対す る即時型皮膚反応を示 す こ とを報告 して い る．

しか し，著者 らの 知 る 限 りで は
，
A ．　 z6 ∫飯 ぴ欝 の ア レ

ル ゲ ン と して の 意義に 開す る 研究は その ほ か に は み ら

れな い ．本研究で は ，94名 の 気管支喘息児か ら A ．res ・

痂 磊躑 に 対 して 即時型皮 膚反 応 を示す 8名 の 即時 型

過敏症患児 を 見 い 出 し，こ の 8名 の うち の 7名 を含む

27名 の 患者血清中に A ．restrictttS 特異 lgE抗体を 証

明 し た ．こ の 真菌の 皮膚ブ リ ッ ク 試験陽性老は 陰姓者

に 比べ A 、厂6s 師 ‘儒 RAST 陽性率 が 有意 に 高 く，　 A ．

resttictus は IgE抗体 の 関与す る 即 時型過敏症 の 原 因

とな りうる と考え ら れ た．ま た，A ．　 rerstrictusの 皮膚

ブ リ ッ ク 試験 お よ び RAST の 陽性率 は
，
　A ．　altemata

、

室内塵の 陽性率よ り も低値で あ るが，A ．fumigatusの

陽性率 に 相当す る値 を 示 し た．こ の こ とか ら，A ．　 res

屠 C1醐 が ア レ ル ギ ー
疾患 の 原因 ア レ ル ゲ ソ と して，

室 内 塵 や A ，α飽 r滋 忽 に は 及 ぽ な い も の の ，月，

fumigatusに 匹敵す る 役割 を担 っ て い る 可能性が推瀲

され た．

　 A ．restticttcs
’
が気管支で の ア レ ル ギ ー

反応を惹起し

うる こ と を実証する た め に は 気管支吸入誘発試験を行

う こ と が 必要 で あ り，今 回 の 皮 膚 プ リ ッ ク 試験 と

RAST の 結果 か ら だ けで は こ の こ とを証明 で きな い ．

し か し，A ．紹 ∫師ご絡 は 長径が4．  〜5、0μm ，短径が

3．0〜3．5
μ

m の 楕 円形 の 胞子
tt ）を 形成 し，こ の 大きさ

の 粒子 は 細気管支ま で 容易 に 侵 入す る こ とが で き る
S｝

と考えられ て い る こ とか ら気管支喘 息の 発症 に 関与 し

て い る 可能性 が 予想され る．また．真菌 と ア ト ピ ー
性

皮 膚炎 の 発症 と の 関連性 は あま り注 目 さ れ て い な い

が，本研究で は ，A ．　 restrictus 　RAST 　wa性者 は陰性者

に 比 ベ ア ト ピ
ー
性皮膚炎 の 罹 患率が 有 意 に 高 く ，

A ．

restrictus 　b：ア ト ピー
性皮膚炎 の 発症 に 関係 し て い る

可 能性 が 示 唆 され た．今後，種 々 の ア レ ル ギ ー症状 の

発 現 や 増 悪に ・4．7θ5捌 ‘偽 が どの 程度関与 し て い る
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Table　3　Clinica】and 　laboratory　data　of

．4．嚮 爾 α欝 RAST 　positive　and 　negative

　　　　　asthmatic 　patlents

坂本龍雄他

ノ1．郷 嬬 儒

PositiveNegati￥eSign
匝 cance

く且
＝27） （n

＝67）

M 已an 　age ．〔yr＆ ） 12．9911 ．64 n ．s．5

Severity　 of　asthma

Mitd 3 16

Moderate 19 38 n，S，」

Severe 5 13

Prevale  e　of　allerglc

disease（％）

Allerg藍c 　rhinit 治
　
　　51．954 ．2 n，S．1

A吐opic 　dematitis 「　 4巳，122 ．4 カく 0．051
Mean 舘 rum 　lgE （［u／rnDi 廴759・5 王DO3．7n ，S、，

正ncide   e　o ゴpositive
殺AST （％ ）

湾．加 η 鄭 簡
墨 70．44 ．5 声く0．DP

4 ，α晦   げ 85．217 ．9 ♪く0、012
House　dustら 77．880 、6 ns ．1

c．加 竃加  
h 66．7n ．9 ρく 0．但 」

月．勧 細 韜
b 59．39 、β 汐くO．01【

イ4．θ’陀  砂
b 66．715 ．4 ρくO．OP

P．洳 的館 海
b 66、7 窪ぴ ρく O．012

C．4あfcα瓣
b 66．7lo ．4 ρ〈o．01L

P ，碑 r衂 郷 帥粥
b 92．692 ．5 n．§．2

　 n．s．： n 。t　significant

　Significance　was 　determined　by　X2　test （1），　Fisher
’
s

exact 　test　（2）　or 　t−test　（3），

　alRAST 　 using 　 po】yvinyl　 chloride 　 microplate 　 as

SD 呈id−phase 　sorbent ．

　blPhadebas 　RAST ．
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と，A ．　 resirictus 抗原 が 他 の 真菌抗原 と共通 ア レ ル ゲ

ン 性 を有 して い る こ となどの 諸要因 が 組 み 合 わ さ っ て

作 り出 さ れ た もの と推測 され る．

　著者らは，A ．加 η 忽o鱈 ，　 A．　agte　rnala を inhibiting

an しigenと して 用 い る E：， ．4，　restn
’
cttcs　RAST が明 ら

か に 抑制 さ れ る こ とを確 か め た （未発表）．ま た ，本研

究で は 君．繝 師 ‘’躑 と A ．　fumigatttsの RAST 陽性老

が 示す こ れ らの 抗原 の RAST 値 の 間 に は，有意な相関

が 認 め られ（r＝0．9576， pく  ．el），ま た，　A ．　restricttes

と A ．aitemola の RAST の 間 に も同様 の 関係 （r ＝

O、6102，p 〈  ．01）が み られた。こ れ らの こ とか ら，
　 A ．

t
’
est・rictus は ，、4．ル崩 麺観 郷 と A ．　alternala の い ず れ と

も共通 ア レ ル ゲ ソ 性を有す るもの と思われ る。一般 に，

共通 ア レ ル ゲ γ 性 は 真菌問に 広範 に 存在す る が，分類

学的関係 と は 必 ず し も
一

致し な い よ うで ある
IS ，
− i7j

．し

た が っ て，あ る 真菌 を ア レ ル ギ ー疾患 の 原 因 ア レ ル ゲ

γ と決定す るた め に は ，そ の 真菌 が 真菌 ア レ ル ギ
ー
患

者 の 生 活環 境中 に 多数存在 す る こ とが
， 必須 の 条件と

な る と考え られ る．そ の 意味で ，A ．　 rest ？ictvcsが 優勢

室内真菌で あ る と い う事実 は ，こ の 真薦が ア レ ル ギ ー

疾患 の 重要 な原因 の ひ とつ で あ る 可能性 を支持する も

の で あ る．そ し て ，現代人 が 1 日 の 生活時間 の 多くを

室内で過 ごすこ と を考え合わ せ る と，その ア レ ル ゲ ン

と し て の 意義 は い っ そ う重要性 を増す もの と 思 わ れ

る．

　　の か に つ い て 解明 し て い く予定 で あ る．

　　 A．restrictus は優勢室内塵真菌で あ る と考 え られ て

　　お り，そ の ア レ ル ゲ ン 成 分は室内塵 ア レ ル ゲ ン の 構成

　 要素 とな っ て い る もの と思われ る．しか し ， 本研究で

　　は A ．restn
’
ctttS　 RAST 陽 性 者 と陰 性 者 の 室 内 塵

縁 細 雛 率に 賄 意嵯 がみ らhtX ・た 孟 勝

±

　　師 6嬬 と室内塵 の RAST 陽性者が 示 す こ れ ら の 抗原

　　の RAST 値 の 間 に は 有意な相関が み られ な か っ た

　　（r ：：： − O．0269，♪＞ e． 5）．し た が う て ，A ．　restn
’
ctus は

　 室内塵 の 主要 ア レ ル ゲ ソ に は な っ て い な い と考え られ

　 た．

　　 A ．厂εs師 ‘伽sRAST 陽性者 の 多 くは 他種 の 真菌 に

　　も同時 に 感作 され て い る こ と が明 らか と な っ た． こ う

　　した臨床ア レ ル ギ ー学的特徴は，A ．7θs醒 ‘鰡 RAST

　 陽性老が他 の 真菌 に 対 し て 高 い lgE 抗体産 生 の 免疫

　 応答性を有 して い る こ と，A ．郷 彦腕 偽 だけ で な く他

　 の 真菌に も多 く暴露 されや す い 環境 で 生活し て きた こ

　稿を終 え る に あた り，本研究 の 機会を 与え て 御指導 くだ

さ い ま した 名古屋大学医学部小児科学教室渡邊
一

功教授，

名 吉 屋 大 学医 学 部 病態研医真菌研究部門 田 中健治教授 に 深

謝 致 し ます．
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ALLERGENICITY  OF THE  OSMOPHILIC FUNGUS  ,4SPERCILLUS  RESTRICTUS

              BY  SKIN  PRICK  TEST  AND  RADIOALLERGOSORBENT  TESTEVALUATED

Tatsuo Sakametei), Kemei Itoi', Masanori Yamada'), Hideko Iguchi2', Masano  Ueda2i,

                   Yoshio Matsuda3i and Shimpei Torii} i'

        1) Dopartment of l]ediatn'as, Nqgttya Universib' &hoot of Medicine
             2> Department of kdiatrias, Alatienal Chubu HosPite1

               3) Pubiic Heaith Research institute of Kbbe Cily

    Recently lafge amounts  of  AspergiUus restrictus,  a species  of esmophilie  fungi, haye been detected in house dust
using  culture  media  with  low water  activity.  But little attention  has been paid to this fungus as  an  allergen.  In the
present study,  the authors  examined  the allergenic  activity  of  A, restn'ctus  by skin  prick tests and  radioaller-

gosorbefit tests (RAST) on  en asthmatic  patients (mean age  12.0, range  3-l8). AspeizgiUus famigntus, A;ternaria
atternata  and  house dust were  used  for cornparison.  In the skin  prgck tests,A, restn-ctus, A. fumignt"s. A. atternata
and  house dust elicited positive reactiens  in 8<8.5%), 8 (8,5%), 15<16.0gfi) and  69 {73.4%) patients, Tespe  tivety. RAST
shgwed  positive reactions  in 27 (28.7%) subjects  for A. ,vstrictus,  22 <23.4%) for A. fttmEgttfits, 35 {37.2%) for A.
attemala,  and  75 (79.8%) for heuse dust, These results  indicated that sarne  asthmatic  individuais showed

immediate-type hypersensitivity to A. tesirict:ts, and  the prevalence of hypersensitivity of  A. restrict#s  determined
by skin  prick tests and  RAST  was  comparable  with  that of A. fitmigntus but lower than that of A. aiterRata  or

house dust. This indicates that this fungal species  may  be of importance as a causative  agent  in atopic  diseases.


